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 ⑹  新庁舎・新館の階層構成
新庁舎　市民の利便性を最優先し、来客の多い部署を低層階に配置します。
　低層階は大平面とすることで窓口機能を集約化し、来庁頻度の高い課を１・２階にまとめて配置します。
　３階は有事の際の連携強化を図るため、市長室や防災対策本部（庁議室）など、防災対策機能を集約配置
　します。４階は議会フロアとし、議会機能の独立性を確保します。
新館　教育委員会、選挙管理委員会、農業委員会、監査委員のほか、建設部および上下水道部を配置するこ
　とで、利便性や業務連携の向上を図るとともに、災害時のインフラの復旧などにおける迅速な対応を可能
　とします。
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土木課、都市整備建築課
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市長室など、秘書課、総務課、人事課、政策財政課、
防災対策本部

議会事務局など

管財課、とわだ産品販売戦略課、農林畜産課、観光推進課、
商工労政課、生活福祉課、電子計算室

税務課、収納課、市民課、国民健康保険課、まちづくり
支援課、こども子育て支援課、高齢介護課、会計管理者
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市民説明会を開催します
　事前申し込み不要で、どなたでも参
加できます。お気軽にお越しください。
とき　７月29日㈮　午後７時～
ところ　市民交流プラザ「トワーレ」

ご意見をお寄せください
　十和田市新庁舎建設基本設計は市
ホームページのほか、市役所新館２階
新庁舎建設準備室で見ることができま
す。
　庁舎建設に関するご意見がありまし
たら、次の方法でお寄せください。
　いただいたご意見は、市の考え方な
どと併せて市ホームページなどで、無
記名でお知らせします。
受付期間　７月20日㈬まで
提出方法　氏名・住所・ご意見を記入
　の上、郵送、持参、ＦＡＸ、または
　メールのいずれかで提出してください。
ＦＡＸ　㉕2049
メール　kensetsujunbi@city.towada.lg.jp
送付先　〒034-8615　新庁舎建設準備室

・市長室を含む秘書課エリアや総務課を防
　災対策本部と併せて配置し、災害時の迅
　速な対応を可能とします。
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・エレベーターの近くにロビーと傍聴席へ
　の出入り口を設けます。
・議場内の段床部へスロープを設け、車イ
　ス利用者も全てのスペースにアクセスで
　きるよう配慮します。
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・東側と西側・北側の３箇所に出入り口を設
　けます。
・来庁者が多い窓口のある部署を配置します。
・プライバシーへ配慮し、相談室などを設  
　けます。
・広場や官庁街通りに面する位置に、エン
　トランスホールや待合空間を整備します。

１階

トイレ、倉庫、機械室

執務室

執務室

会
議
・
相
談
室

相
談
室

待合

待合

エントランス
ホール

▼入り口（休日夜間）

◀
入
り
口

▲
入
り
口

・個別相談の多い窓口を持つ課には、専用  
　の相談室を設けます。
・電子計算室内のマシン室は、大地震時で
　も重要データを守り、業務継続を可能と
　するため免震床を採用します。
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新庁舎建設基本設計がまとまりました

庁舎づくりを考える
市民ワークショップ

　平成28年２月からこれまで３回の
ワークショップを行いました。
　ワークショップでは、「機能性を重
視して」や「なるべく低コストに」な
ど、活発に意見が出されました。

　市民ワークショップの様子などは、市ホー
ムページでもご覧いただけます
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